
［成果情報名］ ワサビ種子繁殖性品種における置床前の低温処理が乾燥種子の発芽に及ぼす

影響 
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、５℃の湿潤条件下で 15 日間低温処理を行うことで、播種から発芽率の

ピークまでの期間が短縮し、播種後の発芽揃いが向上するとともに、20℃

における発芽率が高まる 
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［背景・ねらい］ 

ワサビ種子の発芽適温は 15 ℃とされており、20 ℃以上では発芽が不安定となる。種

子の休眠打破には、播種前の GA3 処理や低温処理などが有効とされているが、これらがど

のように発芽における温度特性に作用するのかは明らかではない。ここでは、シャーレ置

床前の低温処理および置床後の温度が乾燥種子の発芽に及ぼす影響を調査し、種子繁殖性

品種の育苗技術確立のための基礎資料とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 乾燥種子を置床前に100ppmのGA3水溶液に５℃で３日間浸漬処理し、さらに５℃の湿潤

条件下で15日間低温処理を行うことで、播種から発芽率のピークまでの期間が短縮し、

播種後の発芽揃いが向上するとともに、20℃における発芽率が高まる（図１）。 

２ 乾燥種子の発芽率は、GA3処理および５℃低温処理により、置床温度10℃で最大になっ

た（図１）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 生産現場で慣行とされる３日間のGA3処理では、休眠覚醒の効果が小さい可能性があ

る。 

２ 浸漬処理に供する GA3 水溶液は、３日おきに交換する。 



［具体的データ］ 
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［その他］ 
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図１ GA3処理後の低温処理期間と置床温度が種子の発芽率に及ぼす影響 


